
 

改善方策

  7  月   2 月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

生徒授業ｱﾝｹｰﾄ「考えたことなど
を書いたり表現したりする時間が
多く取り入れられている」の肯定
的評価の割合

90% 87% 92% 102% Ａ

・昨年度より達成値が下回っ
た。（R4：95％→R5：92％）
・前期より数値が向上した。
・前期1年生の達成値に課題
があったが改善した。
（1年：79％→88％，2年：
93％→97％，3年92％→
95％）

4

生徒授業ｱﾝｹｰﾄ「ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動や
ペア活動がよく取り入れられてい
る」の肯定的評価の割合

90% 83% 87% 97% B

・昨年度より達成値が下回っ
た。（R4：89％→R5：87％）
・前期1年生の達成値に課題
があったが改善した。
（1年：7２％→81％，2年：
89％→91％，3年91％→
88％）

4

１月の実力テストで，各学年各教
科の平均点が５０点を上回る教
科数の割合

80% - - - - 1 3

生徒生活ｱﾝｹｰﾄ「家庭学習時間
の目標学習時間を達成した」割
合

80% 61% 59% 74% C

・今年度前期、昨年度ともに
達成値が下回った。
(Ｒ４：69％→Ｒ５：59％)
（前期：61％→後期59％）
・1・2年生に課題がある。
（１年50%・2年40%・3年83%）

4

生徒の自主自律的な
活動の推進

生徒生活ｱﾝｹｰﾄ「地域や社会を
よくするために何をすべきか考え
ている」割合

80% 68% 66% 83% B

・今年度前期より達成値が下
回った。
１年生に課題がある。
(１年53%、２年74%、３年74%)

4

「生活三訓（あいさつ
をする・時間を守る・
身だしなみを整え
る）」の徹底

生徒生活ｱﾝｹｰﾄ「地域や保護者
や来校者へレベル３以上（自分
から会釈して）のあいさつができ
る」生徒の割合

90% 88% 89% 99% B

今年度前期より達成度が若
干上回った。
１年生に課題がある。
(１年77%、２年94%、３年97%)

4

健
や
か
な
身
体
の
育
成

自らの健康を
自ら管理できる
生徒の育成

自ら積極的に体づく
りに励む

体力・運動能力テストで全国平均
を上回る種目の割合

80% 30% 80% 100% Ａ

・男女全18種目中11種目が
県平均を上回った。
・弁当の日に向け、栄養教諭
によるプレゼンテーションも
あり、生徒の食への関心や
知識が高まった。

・県平均を下回った柔軟性、握力、
瞬発力を向上させるために、引き続
き単元ごとに補助運動を工夫する。
・体育授業だけではなく、運動の楽し
さを広げられるように、昼休憩時間
のグラウンド・体育館開放を生徒会
による呼びかけを行う。

4

・7月→2月の間の成長は大変すばらしい。運動の楽しさを生徒が感じている。休
憩時間に、グラウンドを使ってよく遊ぶことも本中の良さである。

・来校時に昼休憩で多くの生徒がグラウンドで遊んでいる姿を見た。給食の関係
で昼休憩はグラウンドで遊ぶ時間が取れない学校があるのに、ある面驚いた。

・体力向上は、本校でも課題です。どのような取組で向上したのか、ぜひ、連携を
お願いします。

働
き
方
改
革
の
推
進

ワーク・ライフ
バランスの確
保

長時間勤務の縮減
時間外在校時間　月45時間以内
の職員の割合

90% 48% 51% 57% D

・7月達成値48％から今回
51%に増加した。半数を超
え、少しずつ教職員に時間
意識の変革が広がってい
る。

・教職員の時間外勤務時間
を減らすために、勤務時間内
に部活動を含めるよう変更し
た日課を来年度は導入す
る。

4

・先生方の働き方改革を進むよう、日課の見直しをされることは大変意義があり、
よい方法だと思う。

・年々、職員も意識している状況が見える。学校運営体制を整える時期も来てい
るとは思う。以前の精神論ではいけないでしょう。

・日課の見直し、変更など、ハード面の変革は改善を大きく前進させると思う。本
校でも取り組みたいと思う。

〇食への感謝の気持ちの育成。（「弁当
の日」の取組）
〇基礎トレーニングの工夫等，体力向上
の取組

・上限の目安時間を超えない時間管理の
徹底（月45ｈ）
・働く者の意識変革・醸成（ワークライフバ
ランス）
・定時退校日の厳守

・家庭学習の質と量の向上に向け、学校全体で取り組まれている。また、個人懇
談の時に話題にしておられ、家庭学習について保護者とも共有されている点も素
晴らしい。

・本校でもやり始めているが、授業の中で課題をレベル別に学び合いやＩＣＴ等で
自分で選んで学びを進める形を今後より多く取り入れられると良いと思う。ともに、
研究をさせてください。

・課題・家庭学習については、効果の面から内容・方法の見直しが必要ではない
か、と本校でも話をしている。思い込みや前例などすべてを取り払い、一度、中学
校区でも話がしてみたいと思う。

・中１の学力に課題があったことから、小学校の課題として受け止めた。授業を工
夫し、思考－表現の場を工夫されている授業が多かった。先生方の取組に敬意
を表したい。一方で、虫食いプリントへ書く授業もあった点は、今後改善されると思
う。

・１学年の達成値が向上したのは安心した。２，３年に比べれば、もう少し継続した
取組をして欲しい。家庭学習については、学習内容・やり方について生徒に周知
徹底して欲しい。個人懇談でどうしているかを聞き、改善点があれば指摘し、家庭
学習の大切さ・必要性を説明する。家での過ごし方（スマホ等の誘惑も含め）の話
もする必要があると思う。

基礎・基本を定着さ
せる学習習慣の確立

〇「本GOノート」の効果的活用と，統一し
た組織的な取組
〇家庭での学習習慣を確立するための
目標学習時間（最低90分以上）の達成

・各種委員会（学校経営委員
会・生徒指導委員会・研究委
員会・教育相談・特別支援委
員会）を中心に引き続き，組
織的な教育研究・生徒指導
の推進体制を構築する。

・次年度の教育研究の重点
を焦点化し、全職員で共通
の取組を推進し、協議や実
践を深める取組を行う。

・家庭学習の質と量を増やす
ための方策等を検討し、次
年度の取組とする。

豊
か
な
心
の
育
成

積極的な生徒
指導の推進

〇生徒会活動の活性化による自治的風
土の醸成
〇ボランティア活動の推進
〇集団づくりの推進

・生徒会執行部が先頭に立
ち、生徒へ声掛けを行ってい
る。部活動休養日には、朝の
挨拶運動を行い、1月には献
血ボランティアに参加した。
こうした活動の中で、生徒目
線で感じたことを生徒全員に
発信している。これらの発信
が自主自律的な活動をより
身近に感じるものとなってい
る。今後も様々な活動等を発
信するとともに、自主自律的
な活動を推進していく。

・生徒会活動や部活動の活性化が、学校の前向きな雰囲気に大きく作用している
と思う。部活動所属率も大変高く、生徒指導の成果がうまく出していると思う。

・春に比べ、中学生がよく挨拶をしてくれる。

・中1が実際はいろいろやっているのに、アンケート結果につながらないのは、な
ぜか検討していただきたい。自己評価力に課題があるとしたら、小学校教育にも
課題があると考える。

・１年生に課題がある状況が続いているようだが、確かな学力との関連性もあると
思うので、相対性も含めて取り組んでください。

〇地域や保護者，来校者にレベル３以上
（自分から会釈して）のあいさつ
〇５分前行動，集会への無言入退場。
〇身辺整理（教室環境の改善）

確
か
な
学
力
の
定
着

授業改善によ
る確かな学力
の定着

自信を持って自分の
思いを出し，他者と
交流する中で深める
（「主体的な学び」の
実践）

〇「本郷中スタンダード」（授業モデル）を
活用した授業づくり
〇１人１研究授業の実施及び相互参観
〇学び合い，ファシリテートを考慮した授
業づくりの推進
〇ＩＣＴ機器の効果的な活用
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令和５年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 学校名　三原市立本郷中学校 校番（　　８　　）

ａ　学校教育目標 　自律の精神の確立と主体的に学ぶ生徒の育成
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）　　 「社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成」
【ビジョン】
（自校の将来像）　　「生徒が，安全で安心して有意義に過ごせて，社会人としての資質・能力を身に付けられる学校」
（めざす学校像）　　　　・安全で安心して有意義に過ごせる学校
　　　　　　　　　　　　　　・笑顔を忘れず，明るく温かく人に接し，「ありがとう」があふれる学校
　　　　　　　　　　　　　　・夢を志に高める学校　　　　　　　・自信を持ち光り輝いて行動し，活力のある学校

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

別紙様式１


